
13.4
12.8

31.4
7.1

15.5
2.9

8.6
17.8

20.3
23.4

19.6
10.2
8.8

20.9
1.1

29.6

14.4
5.6

17.8
4.7

17.1
22.9

7.2
40.8

14.9
19.1

66.3
6.4

38.6
2.7

23.5
5.3
5.4

9.2
1.8

16.9

29.5
3.6
4.5

9.4
1.2
1.0

2.8
9.6

　
そ
の
他
の
消
費
財
は
、生
活
基
盤
に
必
要（
高
齢
者

の
身
体
的
不
自
由
の
補
助
も
含
め
）な
家
具
や
家
電

中
で
は
太
陽
光
発
電
へ
の
支
出
回
答
割
合
は
二
三
・
二

％
に
な
る
。リ
フ
ォ
ー
ム
に
支
出
回
答
し
な
か
っ
た
グ
ル

析
す
る
手
法
の
こ
と
。
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2 0 2 0 年 の 生 活 像 を紐解くヒント

根
井
雅
弘
著
　
　
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
〇
八
年
�

CEL

『
経
済
学
と
は
何
か
』�

�

　
本
号
で
は
生
活
者
意
識
調
査
を
ベ
ー
ス
に
し
て
二
〇
二
〇
年
に
対
す
る
希
望
や
理
想
が
紹
介
さ

れ
、
ま
た
各
論
稿
に
お
い
て
は
社
会
・
生
活
・
技
術
・
環
境
問
題
な
ど
の
動
向
が
触
れ
ら
れ
て
お
り
、

最
新
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
二
〇
年
の
展
望
を
紐
解
く
最
大

の
ヒ
ン
ト
は
本
誌
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
本
誌
と
は
違
っ
た
視
点
で
近
未
来
の
生
活
者
像
を
考
え
る
よ
す
が
と
し
て
、
あ
え
て
屋
上
屋
を
架

す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
間
と
社
会
に
対
す
る
洞
察
力
の
涵
養
で
あ
ろ
う
。
将
来
、
合
意
と
連
帯
に
よ

り
、
各
々
の
個
人
生
活
レ
ベ
ル
の
利
害
を
超
え
、
全
体
最
適
の
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
う
し
た

感
性
を
練
磨
す
る
こ
と
は
有
益
と
思
わ
れ
る
。�

　
近
代
社
会
に
お
け
る
進
歩
主
義
・
技
術
主
義
へ
の
過
剰
な
信
仰
が
、
今
日
の
環
境
問
題
や
カ
ジ
ノ

資
本
主
義
的
状
況
な
ど
、
社
会
生
活
へ
の
脅
威
を
招
来
し
た
面
も
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
歴
史
の
知
恵
に
学
ぶ
べ
き
点
も
多
々
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
哲
学
や
文
学
作
品
に
人
間
存
在
の
意
味
、
人
生
の
指
針
、
人

間
の
苦
悩
な
ど
を
探
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
経
済
学
は
現
象
分
析
の
道
具
と
し
て
、
人
間
や
社
会
を
究
極
的
に
モ
デ
ル
化

し
て
取
り
扱
っ
て
き
た
と
一
般
的
に
は
理
解
さ
れ
て
い
る
。�

　「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
（
経
済
学
）」
の
語
源
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
著
述
家
ク
セ
ノ
ポ
ン
の
造
語
「
オ
イ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
遡
る
。

「
オ
イ
コ
ス
」（
私
的
統
治
の
最
小
単
位
す
な
わ
ち
家
）
と
「
ノ
モ
ス
」（
制
度
・
法
）
の
合
成
語
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
共
同
体
の
あ
り

方
」
と
も
説
明
さ
れ
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
「
オ
イ
コ
ス
」
の
代
表
者
た
る
家
長
が
「
ポ
リ
ス
」（
都
市
国
家
）
の
メ
ン
バ
ー
を
構
成

し
、
私
的
共
同
体
の
成
果
（
家
政
）
を
公
的
領
域
に
制
度
化
す
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
経
済
学
に
は
、
個
人
の
理
想
を
現

実
世
界
で
実
現
す
る
た
め
の
課
題
解
明
を
目
的
と
し
て
発
展
し
た
総
合
的
学
問
と
い
う
側
面
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。�

　
例
え
ば
、
近
年
の
金
融
シ
ス
テ
ム
不
安
定
状
況
下
に
お
い
て
、
そ
の
「
不
確
実
性
」
概
念
が
再
評
価
さ
れ
た
経
済
学
者
フ
ラ
ン
ク
・

ナ
イ
ト
は
、
一
般
に
は
シ
カ
ゴ
学
派
の
祖
で
あ
る
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
指
導
教
官
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
が
、
彼

に
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
役
割
を
認
識
し
つ
つ
も
、
競
争
の
限
界
と
人
間
行
動
の
独
自
性
（
社
会
性
・
文
化
性
・
歴
史
性
）
を
強
調

し
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
倫
理
を
問
い
続
け
た
道
徳
的
経
済
学
者
と
い
う
隠
さ
れ
た
素
顔
が
あ
る
。
こ
う
し
た
碩
学
の
業
績
に
触
れ
る

こ
と
で
、
未
来
へ
の
指
針
の
ヒ
ン
ト
は
、
既
に
人
類
の
文
化
遺
産
に
も
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。�

　
本
書
は
新
書
な
ど
の
経
済
学
解
説
書
と
比
較
す
れ
ば
、
や
や
専
門
的
な
用
語
や
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
学
を
思
想
史

レ
ベ
ル
で
解
説
し
て
お
り
一
読
に
値
す
る
。
な
お
フ
ラ
ン
ク
・
ナ
イ
ト
の
著
作
の
邦
訳
は
現
在
絶
版
で
、
か
つ
原
書
も
難
渋
な
文
体

で
書
か
れ
て
お
り
、
業
績
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
本
書
で
は
ナ
イ
ト
の
解
説
に
も
数
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
お
り
、
そ

の
点
で
も
推
薦
し
て
お
き
た
い
。�

�

か
ん
よ
う�

推
薦
者�

清
水
　

英
範
　（
し
み
ず
・ひ
で
の
り
）�

せ
き
が
く�
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